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夜間景観コンセプト・光環境ゾーニング第１章　夜間景観形成整備コンセプト
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展望台からの眺望

JR徳島駅

アミコビル

両国橋南商店街

新町川・
阿波製紙水際公園

新町橋東公園

藍場浜公園

シンボルゾーン
(対象エリア外 )

新町西地区市街地再開発エリア
（川の駅・憩いのスペース）

阿波おどり会館

眉山ロープウェイ
両国橋西公園

両国橋東公園

紺屋町シンボルロード

しんまちボードウォーク

眉山公園

光の拠点
観光施設

川の駅

ビューポイント
ロープウェイの眺め

遊歩道・船上からの視点

大通りからの視点
公園

■ 街へ行きたくなる”場面”づくり

■ 街を巡りたくなる”動線”づくり

■ 街に住みたくなる”空間”づくり

「 藍を灯す、水都とくしま」

品格とにぎわいのある夜間景観を創出する

徳島市 中心市街地における光環境ゾーニング

景観照明の役割と２つの視点徳島市における街の景観や歴史・文化の本質的価値

文化的風土

まちのイメージの確立

歴史的風土個　性

まちとの出会い

季節や時間の変化 生活リズムの変化

夜間景観コンセプト　品格とにぎわいのある夜間景観を創出する
～

夜間景観の考え方
目指すべき光環境の3つのビジョン

吉野川・眉山 阿波藍 阿波青石

阿波おどり 藍倉・藍商人 川が街を流れる景観

＜暮らす人々の視点＞

＜訪れる人々の視点＞

自然の眺望や街並み
など特色のある光景

地域特有の四季や気候
日照時間の変化

地域に暮らす人々特有の
生活リズムや時間の流れの変化

歴史的な街並みや
伝統産業からなる風土

伝統行事や祭りなどの
地域文化

水都とくしま

街へ行きたくなる”場面”づくり

街に住みたくなる”空間”づくり

街を巡りたくなる”動線”づくり

イノベーション（価値の創造）
徳島市の個性となる水景と
街の発展を支えてきた歴史
や文化を活かして多様な
人々がつながる魅力ある
夜間景観を目指します

水辺の散策道や繁華街､阿波おどり会館
を起点に眉山公園へつながる夜の
ルートを明確に示すことで、街を巡り
たくなる光環境を目指します

地元企業等と連携してクオリティの
高い光環境を創出することで徳島市の
ブランド力を高め、中心市街地の再生
を図ります

地域資源を活かして、暮らしに潤いを
与える品格のある夜間景観を形成する
ことで人々のつながりが生まれる
空間づくりを目指します

夜の観光拠点となる魅力ある光景を
創出し、昼間とは異なる２面性を
演出することで、徳島市の魅力ある
夜間景観創出に寄与します

対象エリア 対象エリアにおける夜間景観創出ポイント

対象エリアにおけるビューポイント

阿波おどり会館、公園、橋、
展望台などの景観要素

通りや遊歩道、船上から
眺めるシーケンス

眉山山頂からの眺め
俯瞰的な視点

徳島市が持つ自然･歴史･文化や都市景観の上位計画における位置づけを踏まえ、目指すべき光環境の３つのビジョンを示します

点 線 面

・徳島駅からつながる都心のにぎわいづくり
・誰もが分かりやすい､散策を促す動線づくり
・水辺､緑､歴史､文化の魅力あふれる観光交流拠点づくり
・コミュニティの活性化につながる佇みのスポットづくり
・「水都とくしま」を印象づける特色ある光環境づくり

・阿波おどり会館
・眉山ロープウェイ
・新町川・阿波製紙水際公園
・しんまちボードウォーク
・新町橋東公園
・両国橋西公園
・両国橋東公園
・紺屋町シンボルロード
・両国橋南商店街
・新町西地区市街地 再開発エリア
　（川の駅、憩いのスペース）
・眉山公園

国内外のにぎわいのある観光都市には海辺や河川を有する美しい水景が身近にあります。県外の人が徳島市に
持つ印象は阿波おどりのイメージが強く「水都とくしま」の印象は定着していません。しかし、緑豊かな眉山を
背景にして吉野川をはじめ134本の川が街を流れる自然景観、かつて藍商人が新町川沿いに藍倉を構え、
日本各地へと交易し栄えた街の発展や歴史・文化は市民の誇りであり、徳島市を世界に発信できる
高いポテンシャルを持つ景観要素として考えられます。
本計画では、良好な夜間景観形成に向けて照らすべき対象物の抽出とコンセプトの考え方を示し、実現に向けた
基本的な照明計画を行います。水と光の相性はとても良く、これらの景観要素を活かして街づくりにおける
先導的な景観形成の役割を担い、次世代の「水都とくしま」を印象づける、魅力ある夜間景観の創出を目指します。

① 「水都とくしま」の印象を高める
魅力ある夜間景観を創出

② 来訪者のための分かりやすく
安心・安全な光環境を実現

③ 徳島市の魅力ある夜間景観づくりに
寄与する LED景観整備を実現



LED景観整備基本計画　全体整備コンセプト・デザイン方針
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第１章　夜間景観形成整備コンセプト

藍白
【あいじろ】
（223,235,235)

甕覗き
【かめのぞき】
(138,192,195)

白藍
【しらあい】
(171,208,212)

秘色色
【ひそくいろ】
(152,186,194)

空色
【そらいろ】
(138,192,210)

藍鼠
【あいねずみ】
(104,127,137)

新橋色
【しんはしいろ】
(82,162,169)

花浅葱
【はなあさぎ】
(44,121,139)

藍
【あい】
(51,99,126)

濃藍
【こしあい】
(34,38,75)

藍錆
【あいさび】
(34,35,69)

紺
【こん】
(42,63,106)

花色
【はないろ】
(66,88,151)

紺藍
【こんあい】
(68,75,127)

藍鉄
【あいてつ】
(57,65,76)

搗色
【かちいろ】
(78,78,96)

青搗
【あおかち】
(34,54,102)

茄子紺
【なすこん】
(117,75,119)

水浅葱
【みずあさぎ】
(119,157,154)

錆浅葱
【さびあさぎ】
(88,136,136)

薄花色
【うすはないろ】
(96,126,152)

薄花桜
【うすはなさくら】

(82,110,154)

紺青
【こんじょう】
(72,69,122)

留紺
【とめこん】
(32,50,88)

水縹
【みずはなだ】
(166,204,211)

縹
【はなだ】
(53,130,162)

青藍
【せいらん】
(47,77,113)

深縹
【こきはなだ】
(50,67,107)

薄藍
【うすあい】
(48,130,167)

浅葱
【あさぎ】
(53,144,151)

LED景観整備基本計画　全体整備コンセプト LED景観整備基本計画　デザイン方針

冴（さえ）

明暗

滲（にじみ） 斑（むら） 褪（あせ）　

水鏡 木漏れ日 陰影

徳島市の温もりと品格ある街の表情を魅せるため暖色光を基本としている中で、阿波藍の特徴である多彩な
青の表情を徳島市全体の光環境におけるデザインコードとして展開。品格とにぎわいのある夜間景観を
目指します。

藍（青）の持つ色のイメージ
・青は挑戦者を表す色。青い炎は赤い炎よりも熱く、内に秘めた情熱を醒ます。
・青は日本の伝統色の中でも多彩な表現色がある。
・美しい夕景や夜空、暮らしの中で人が自然に感じる光
・白色 LED の染料は「高輝度青色 LED」と蛍光体。NICHIA の開発成功により実現
・阿波藍の染め方（技法）により表情が変わるように、照明手法（光の反射方法）により
様々な照明効果をつくることができる。

・通りや遊歩道、河川、橋、ランドマークなど街全体を俯瞰的な視点で捉える

・エリアを分けるのではなく、街が一体となるように街の骨格や動線を明確に示す

・連続した光の繋がりにより、誰にでも分かりやすい夜間景観を創出する

・水辺の演出を積極的に展開し、水都を印象づける光環境を優先して整備する（効果大）

・徳島市民の温もりと品格ある街の表情を魅せるため、暖色光を基本とする

・日常の暮らしの中に藍／青を添える（徳島市のアイデンティティカラー）

・年間数日のハレの日には、共通テーマに基づいた多彩な色を展開し、特別な夜を演出する

・照明器具は可能な限り、目立たないように設置する

・街路照明はシンプルな形状を基本とし、デザインの経年劣化を防ぐ

暮らしに藍 / 青を添える光水都を印象づける光環境 街に品格ある表情を与える暖色光

街を俯瞰的な視点で捉える

共通テーマに基づいた光色を展開 シンプルな形状の街路照明

多彩な色彩美を持つ阿波藍の４つの魅力

■藍の伝統色 ■阿波藍の色・柄
連続した繋がりを生む動線の光河川など街の骨格を明確に示す光

景観材に取込む目立たない照明



阿波おどり会館・眉山ロープウェイ第２章　エリア別の整備方針

06 07

阿波藍をイメージする
穏やかな色変化を演出する
フルカラー LED照明

ロープウェイと眉山のライトアップ

先端 LED技術を用いた品格のある表情を演出
徳島市のランドマークとなる印象的な光景を創出

施設屋上サイン
緩やかな水面をイメージしたデザイン

カーテンウォールの外観を活かして藍色／ブルーを基調とした照明演出を展開。藍の伝統色には様々な色彩があり
光のコントラストやグラデーション、高度なプログラム制御により、阿波藍をイメージする穏やかな色変化、
明暗による斑の表現など、先端 LED 技術を用いた品格のある美しい表情を演出。加えて、阿波おどり会館の
屋上を活かし、眉山公園を結ぶロープウェイをライトアップすることで､徳島市のランドマークとなる印象的な光景
を創出します｡

■阿波藍と光のインスピレーション

パターンのインスピレーション

阿波おどり会館　外観照明イメージ

■阿波おどり会館　照明整備コンセプト

展望台へ向かう期待感を高める照明演出 屋上から背景の眉山を照らすライトアップ 施設サイン：箱文字サイン+投光照明
遠景からの視認性を高める内照式サインを提案

アルミパネル/パターン抜き加工 内照式サイン

阿波おどり会館　照明演出イメージ

施設屋上サイン（デザインパネル +内照式サイン）

日常の暮らしの中に藍／青を添える演出や、ハレの日にはテーマに基づいた色のシーンを展開し、特別な夜を演出する

ステンレス製 正面発光
チャンネル文字 フレーム付
最大文字高　2000mm
屋外（防水）対応
材質　ステンレス、アクリル

阿波おどり「祭り」特別シーン阿波藍　色変化シーン

【伝統文様：青海波】

【鳥追い笠】 【徳島市　市章】

【波、水面】
緩やかな水面をイメージしたパネルデザイン
歴史ある阿波おどりが未来まで続くように伝統文様の青海波（せいがいは）を
シンプルにアレンジし、全体で上下方向にリズムのあるグラデーションを
施すことで藍染のにじみを表現。また、線幅の異なる２本の曲線で構成したモ
チーフは、阿波おどりを象徴する鳥追い笠や市章の上部のデザインを取り入れ
阿波おどり会館だけのオリジナリティを演出します。

ゴシック体のすっきりとした視認性を持ちつつ、
線の交差部分の墨だまり表現や僅かな角の丸みが
全体に温かみのある穏やかな印象を与えます。

施設名書体：AP-OTF A1ゴシック StdN

眉山ロープウェイ乗場 眉山ロープウェイ 施設屋上サイン【既設照明交換】



新町川・ 阿波製紙水際公園
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第２章　エリア別の整備方針

緑豊かな並木の表情を照らす光

阿波青石を連続的に照らして
遊歩道や階段などの動線を照らす光

遊歩道や導入部を照らす
ポール式スポットライト

行燈照明

樹木を照らすアッパーライト

石垣の表情をみせる
ライン照明

動線や樹木の表情を照らすポールスポットライト

東屋のガラス屋根を照らす間接照明

モニュメントや橋桁を照らす
藍ブルーのライトアップ

水辺の潤いと佇みの空間を創出水都とくしまを印象づける
魅力ある夜間景観を創出 緑豊かな並木の表情を照らす光

東屋の屋根を照らす間接照明
橋桁やモニュメントを照らす
藍ブルーのライトアップ

水鏡効果の演出

新町川・阿波製紙水際公園は阿波青石を用いた石積みの表情を連続的に照らすことで、水辺の遊歩道や
階段などの動線を明確に示します。また、高木の緑の表情や水盤施設の周辺を照らす光を加えることで
公園内に視覚的な明るさ感を与え、水辺の潤いと佇みのある空間を演出します。
新町川の水面には、これらの表情や散策を楽しむ人々の姿が映り込み、水都とくしまを印象づける魅力ある
夜間景観を創出します。

新町川・阿波製紙水際公園　照明イメージ

■新町川・阿波製紙水際公園　照明整備コンセプト（遊歩道・石積み・川面等） ■新町川・阿波製紙水際公園（東屋・並木・ステップ広場・モニュメント等）

新町川・阿波製紙水際公園　照明イメージ

藍倉をモチーフとした東屋や園路沿いの並木、ステップ広場が特徴的な親水空間は、市民や来訪者が夜間も
安心して回遊できるように視線誘導の光を連続して配置することで公園内の動線を明確に示します。
また、並木の緑の表情や東屋のガラス屋根を照らす光が視覚的な明るさ感を与えることで、水辺の心地良い
親しみを感じる光環境を演出。東屋の支柱照明・モニュメント・ふれあい橋の橋桁を活かして、藍ブルーの光
をアクセントとして展開し、水都を印象づける演出を展開します。
これらの光が水盤や川面の水鏡効果を高めることで、水辺の潤いと佇みの空間を創出します。



新町橋東公園しんまちボードウォーク

10 11

第２章　エリア別の整備方針 第２章　エリア別の整備方針

足元とボードデッキの表情を照らす
ライン型間接照明

遊歩道と護岸を照らす
T型形状のシンプルなポール灯

T 型ポール灯

4m

足下間接照明

対岸から見る・見られるの関係に
配慮した夜間景観形成

新町橋からのアプローチとなる
親しみやすく、にぎわいのある光環境を創出

ベンチの間接照明
憩いのための空間演出

樹木の表情を照らす
アッパーライト

複合型ポールスポットライト

複合型ポールスポットライト

ベンチ間接照明

樹木ライトアップ

ステージ用スポットライト

ボードウォークの温もりとロングベンチの特徴を活かして、水辺の心地良い佇みの空間を創出します。
老朽化した既設の街路灯は器具を更新し、シンプルなT型形状のデザインを取り入れた２灯式の灯具を配置します。
片側はボードデッキの遊歩道を照らし、川側は水際の擁壁を照らすことで、新町川のウォーターラインを際立てながら
河川の軸線を示すことで、対岸から見る・見られるの関係に配慮した夜間景観形成を図ります。ボードウォーク沿い
のロングベンチや手摺には、足元を照らすライン型の間接照明を連続して組み込み、ウッドデッキの温もりを感じて
新町川の水景を眺められる、落ち着きのある光環境を創出します。

しんまちボードウォーク　照明イメージ

■しんまちボードウォーク　照明整備コンセプト

新町橋東公園　照明イメージ

■新町橋東公園　照明整備コンセプト

すり鉢状のステージが特徴的なボードウォーク公園は、新町橋からのアプローチとなる光の拠点をつくり
市民や来訪者に親しみやすい、にぎわいのある光環境を創出します。
複合式ポールスポットライトを配置することで、広場全体の基本的な明るさを確保すると共に、ステージ
や階段ベンチを含めたイベント対応のカラー演出にも展開できる照明を取り入れます。その他、周辺ベンチ
の間接照明や樹木の表情を照らすアッパーライトを配置して、憩いのための空間演出を行います。

水辺の光環境イメージ


















